
証券コード：2715

招集ご通知
第77回 定時株主総会

議　案　取締役９名選任の件決議事項

2023年6月28日（水曜日）
午前10時

開催日時

東京都港区高輪四丁目10番30号
品川プリンスホテル メインタワー26階
 「パール26」

開催場所

新型コロナウイルス感染リスクを勘案し、昨年まで株主総会
にご来場頂いた株主様への喫茶券の配布を取りやめておりま
したが、本年より再開いたします。
株主様のアンケートを実施しております。同封のハガキまた
は「株主メモ」ページ右側に記載のウェブサイトよりご回答
をお願いいたします。

●

●

本招集通知は、PC・スマート
フォンでも主要なコンテンツ
をご覧いただけます。
https://p.sokai.jp/2715/
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表紙*電子提供措置用*



株主の皆様へ

経営理念
使　　命 良いつながりを広げ新たな価値を提供する

経営方針 ・多様で高品質な商品とサービスをグローバルに提供する
・常に自己革新に努め、成長の持続と社会的信用の向上を追求する
・�企業統治を重視し、環境と安全に配慮しながら、企業価値の最大化
に努める
・サステナビリティ基本方針のもとに持続可能な社会の実現に貢献する

行動指針 ・お客様の立場を考え、「モノ作りのパートナー」として信頼される
・活発な意見交換を行い、情熱とスピードとチームワークで挑戦する
・�各人が能力向上に努めるとともに、均等な機会と公平な評価を重視する
・グループの発展と社員の幸福を追求する

代表取締役社長

横出 彰

中期経営戦略
「　　　　　　　　　」を

策定いたしました
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株主の皆様へ

　株主の皆様には、日頃より格別のご高配を賜り、心より厚く御
礼申し上げます。
　当連結会計年度（2022年度）におきましては、自動車及びゲ
ーム機関連ビジネス等に注力した結果、前期比で増収増益とな
り、各段階利益は２期連続で過去最高益を更新いたしました。
　当社グループを取り巻くエレクトロニクス業界におきまして
は、急速な技術革新により中長期的に市場規模は拡大傾向で推移
するものと予想され、当社グループのビジネスチャンスはますま
す広がっております。
　このような状況の中、当社グループは2023年度より中期経営
戦略「elematec Pro+」をスタートいたしました。今後も成長が
見込まれるエレクトロニクス業界において、当社グループは変化
に柔軟に対応し、全てのステークホルダーに対して付加価値を提
供する企業でありたいと考えております。「elematec Pro+」の
各施策を着実に推進し、目標に掲げた2025年度までの３年間で
経常利益CAGR（年平均成長率）10%以上の達成とその先の持続
的な成長を目指してまいります。（2023～2025年度中期経営戦
略「elematec Pro+」の詳細は23・24ページをご覧下さい。）
　株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご理解とご支
援を賜りますよう、切にお願い申し上げます。
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招集ご通知

株 主 各 位 証券コード 2715
（発送日）2023年６月12日

（電子提供措置の開始日）2023年６月 ６日
東 京 都 港 区 三 田 三 丁 目 ５ 番 2 7 号
エ レ マ テ ッ ク 株 式 会 社
代 表 取 締 役 社 長 横 出  彰

第77回定時株主総会招集ご通知

【当社ウェブサイト】 【株主総会資料　掲載ウェブサイト】

　http://www.elematec.com/ir/meetingdocument.html 　https://d.sokai.jp/2715/teiji/

【東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）】
　https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

（上記の東証ウェブサイトにアクセス頂き、「銘柄名（会社名）」に「エレマテック」または「コード」に当社証券コード
「2715」を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類/PR情報」を順に選択して、「縦覧書類」にある「株主総会招集通知/株主
総会資料」欄よりご確認下さい。）

記
1 日　　時 2023年６月28日（水曜日）午前10時
2 場　　所 東京都港区高輪四丁目10番30号

品川プリンスホテル　メインタワー26階「パール26」
（末尾の「株主総会会場ご案内図」をご参照下さい。例年と同じホテル内ですが、会場の階数及び部屋名称は前年
と異なります。）

3 目的事項 報告事項 1. 第77期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）事業報告、連結計算書類並びに
会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

2. 第77期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）計算書類報告の件
決議事項 　  議　案　取締役９名選任の件

以　上

拝啓　平素は格別のご高配を賜りありがたく厚く御礼申し上げます。
　さて、当社第77回定時株主総会を下記により開催いたしますのでご通知申し上げます。
　本総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）について電子提供措
置をとっており、インターネット上の各ウェブサイトに掲載しておりますので、以下のいずれかのウェブサイ
トにアクセスのうえ、ご確認下さいますようお願い申し上げます。

　また、当日のご出席に代えて、書面またはインターネット等により議決権を行使することができますので、
お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、当ご通知３ページから５ページに記載の方法により、
2023年６月27日（火曜日）当社営業時間終了の時（午後５時30分）までに議決権を行使して下さいますよう
お願い申し上げます。

敬　具
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招集ご通知

　●  当日ご出席の際は、お手数ながら議決権行使書用紙を会場受付にご提出下さい。
　●  電子提供措置事項に修正が生じた場合は、前ページに記載の各ウェブサイトにおいて、その旨、修正前及び修正後の事項

を掲載いたします。
　●  書面交付請求を頂いていない株主様には、株主総会参考書類と、事業報告のうち次に掲げる事項を併せてお送りしており

ます。
1．主要な事業内容
2．当事業年度の事業の状況
3．直前３事業年度の財産及び損益の状況
4．対処すべき課題

　●  書面交付請求を頂いた株主様には、電子提供措置事項を記載した書面を併せてお送りいたしますが、当該書面は、法令及
び当社定款第17条の規定に基づき、次に掲げる事項を除いております。従って、当該書面は、監査報告を作成するに際
し、監査役または会計監査人が監査をした書類の一部であります。
1．業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
2．会社の支配に関する基本方針
3．連結計算書類の連結注記表
4．計算書類の個別注記表

議決権行使のご案内

株主総会への出席により
議決権を行使して頂く場合

書面（郵送）により
議決権を行使して頂く場合

インターネット等により
議決権を行使して頂く場合

日 時 2023年６月28日
（水曜日）午前10時

場 所 東京都港区高輪四丁目10番30号
品川プリンスホテル
メインタワー26階「パール26」
（末尾の「株主総会会場ご案内図」を
ご参照下さい。）

議決権行使書用紙を会場受付にご提出下さ
い。

　

行使期限 2023年６月27日
（火曜日）午後５時30分
到着分まで

議決権行使書用紙に議案の賛否をご表示の
うえ、ご返送下さい。議決権行使書用紙に
おいて、議案に対する賛否の表示をされな
い場合は、賛成の意思表示があったものと
してお取り扱いいたします。

　

行使期限 2023年６月27日
（火曜日）午後５時30分
入力完了分まで

４ページから５ページの案内に従って、議
案の賛否をご入力下さい。

　

・新型コロナウイルス感染リスクを勘案し、昨年まで株主総会にご来場頂いた株主様への喫茶券
の配布を取りやめておりましたが、本年より再開いたします。
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議決権行使のご案内

インターネット等による議決権行使のご案内

行使
期限

2023年６月 27 日（火曜日）
午後５時30分入力完了分まで

QRコードを読み取る方法
「スマート行使」

議決権行使コード及びパスワードを入力することなく
議決権行使ウェブサイトにログインすることができます。

以降は画面の案内に従って賛否をご入力下さ
い。

2

「スマート行使」での議決権行使は１回に限り
可能です。
議決権行使後に行使内容を変更する場合は、お手数ですが
PC向けサイトへアクセスし、議決権行使書用紙に記載の
「議決権行使コード」・「パスワード」を入力してログイン、
再度議決権行使をお願いいたします。
※‌‌QRコードを再度読み取って頂くと、PC向けサイトへ遷
移できます。

議決権行使書用紙右下に記載のQRコードを
読み取って下さい。

1 議 決 権 行 使 書
御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

○○○○○○○

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

議 決 権 行 使 書
御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

○○○○○○○

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

見本
見本

※‌‌「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

※議決権行使書はイメージです。

・インターネット等と議決権行使書用紙の両方で議決権を行使された場合、後に到着したものを有効な議決権行使としてお取り扱いいたします。
なお、インターネット等と議決権行使書用紙が同日に到着した場合、インターネット等を有効な議決権行使としてお取り扱いいたします。

・インターネット等により複数回、議決権行使をされた場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使としてお取り扱いいたします。
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議決権行使のご案内

議決権行使コード・パスワードを入力する方法
議決権行使ウェブサイト https://www.web54.net

インターネットによる議決権行使に関するお問い合せ 機関投資家の皆様へ

三井住友信託銀行　証券代行ウェブサポート 専用ダイヤル
電話番号：0120－652－031（フリーダイヤル）

（受付時間　9：00～21：00）
　

機関投資家の皆様に関しましては、本総会につき、株式
会社ICJの運営する「議決権電子行使プラットフォーム」
から電磁的方法による議決権行使を行って頂くことも可
能です。

「次へすすむ」をクリック

「議決権行使コード」を入力

「ログイン」をクリック

※操作画面はイメージです。以降は画面の案内に従って賛否をご入力下さい。4

議決権行使ウェブサイトにアクセスして下さい。1

議決権行使書用紙に記載された「パスワード」をご入力下さい。3

議決権行使書用紙に記載された「議決権行使コード」をご入力下さい。2

「パスワード」を入力
実際にご使用になる
新しいパスワードを設定して下さい

「登録」をクリック

パソコンやスマートフォンのインターネットのご利用環境等によっては、議決権行使ウェブサイトがご利用できない場合があります。
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取締役選任議案

議　案 取締役９名選任の件

候補者番号 氏　名 当社における地位

1 よ こ

横
で

出
 

　
 

　
あきら

彰 代表取締役社長 再 任
　

2 か わ

川
ふ じ

藤
 

　
 

　
せ い

聖 取締役常務執行役員 再 任
　

3 つ じ

辻　　
な お

直
ひ と

人 取締役常務執行役員 再 任
　

4 り く

陸
な

名　
ひ ろ

宏
ゆ き

幸 常務執行役員 新 任
　

5 は ま

濱
だ

田
 

　
あ き

明
お

生 取締役 再 任
　

6 こ

小
ま つ

松
 

　
よ う

洋
す け

介 取締役 再 任
　

7 せ き

関
 

　
 

　
そ う

聡
す け

介 社外取締役 再 任 社 外 独 立
　

8 ま え

前
だ

田
 

　
た つ

辰
み

巳 社外取締役 再 任 社 外 独 立
　

9 や

谷
つ

津
 

　
よ し

良
あ き

明 社外取締役 再 任 社 外 独 立
　

再 任 再任取締役候補者 新 任 新任取締役候補者 社 外 社外取締役候補者 独 立 東京証券取引所の定めに基づく独立
役員

株主総会参考書類

　取締役全員（９名）は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、取締役９名の選任をお諮りするもので
あります。
　取締役候補者は、次の通りであります。
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取締役選任議案

候補者番号 1 よ こ

横
で

出
 

　
あ き ら

彰 再 任
　

生年月日
1961年６月18日生
所有する当社の株式数
2,540株
取締役在任年数
11年
取締役会出席状況
13／13回（100.0％）
　

略歴、当社における地位及び担当
    1984年    4 月 茶谷産業株式会社入社
    1988年    5 月 ローム株式会社入社
    2001年    3 月 豊田通商株式会社入社
    2006年    4 月 同社エレクトロニクス第一部長
    2006年    6 月 株式会社トーメンデバイス

常務取締役　営業本部長補佐
　

    2008年    6 月 豊田通商株式会社電子デバイス部長
    2011年    4 月 同社電子事業統括部長
    2012年    4 月 当社常務執行役員
    2012年    6 月 当社取締役常務執行役員
    2018年    4 月 当社取締役専務執行役員
    2019年    6 月 当社代表取締役社長

（現在に至る）
　重要な兼職の状況

重要な兼職はありません。

取締役候補者とした理由
横出彰氏は、2001年の豊田通商株式会社入社以来、主に電子事業系の業務に従事し、同社に
おいてエレクトロニクス第一部長、電子デバイス部長、電子事業統括部長を歴任いたしまし
た。同社との資本業務提携契約の締結後の2012年より、当社取締役として専務執行役員等を
務め、2019年からは社長（現職）を務めるなど、総合商社及び当社グループにおける豊富な
業務経験とグローバルな事業経営に関する知見を有しており、引き続き取締役候補者としまし
た。

　

候補者番号 2 か わ

川
ふ じ

藤
 

　
せ い

聖 再 任
　

生年月日
1969年２月25日生
所有する当社の株式数
16,800株
取締役在任年数
５年
取締役会出席状況
13／13回（100.0％）

　

略歴、当社における地位及び担当
    1991年    4 月 株式会社住友銀行

（現　株式会社三井住友銀行）入行
    2005年    8 月 当社入社
    2012年    4 月 当社管理部長
    2014年    4 月 当社管理本部長　兼　人事部長
    2016年    4 月 当社執行役員　管理本部長

兼　人事部長
    2016年    7 月 当社執行役員　管理本部長

兼　財務・業務管理部長
兼　人事部長

　

    2017年    4 月 当社執行役員　コーポレート本部長
    2018年    4 月 当社常務執行役員

人事全般・総務・法務担当
    2018年    6 月 当社取締役常務執行役員

人事全般・総務・法務担当
    2020年    6 月 当社取締役常務執行役員

経営企画・人事全般・総務・
法務担当
（現在に至る）

　
重要な兼職の状況
重要な兼職はありません。

取締役候補者とした理由
川藤聖氏は、大手金融機関での勤務経験があり、2005年に当社へ入社してからは管理部門全
般を担当し、財務・業務管理部長、人事部長、管理本部長及びコーポレート本部長を歴任いた
しました。2018年より取締役として常務執行役員（現職）を務めるなど、当社グループにお
ける豊富な業務経験及び管理・運営に関する知見を有しており、引き続き取締役候補者としま
した。
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取締役選任議案

候補者番号 3 つ じ

辻
 

　
な お

直
ひ と

人 再 任
　

生年月日
1970年９月22日生
所有する当社の株式数
300株
取締役在任年数
１年
取締役会出席状況
11／11回（100.0％）
（2022年６月21日就任以降の状況）
　

略歴、当社における地位及び担当
1994年    4 月 豊田通商株式会社入社
2011年    4 月 株式会社豊通エレクトロニクス

（現　株式会社ネクスティ エレクトロニクス）
デバイスソリューション４部長

2012年    4 月 当社第一開発グループ　次長
2013年    1 月 当社オートモーティブグループ長

（部長格）
2016年    4 月 香港豊田通商有限公司董事総経理
　

2017年    4 月 香港豊田通商有限公司董事総経理
TOYOTA TSUSHO NEXTY ELECTRONICS
HONG KONG CO., LIMITED.　董事長
東アジア極長

2021年    4 月 当社執行役員　営業本部長
2022年    6 月 当社取締役常務執行役員

営業本部長
（現在に至る）

　重要な兼職の状況
重要な兼職はありません。

取締役候補者とした理由
辻󠄀直人氏は、1994年の豊田通商株式会社入社以来、主に電子事業系の業務に従事し、2012年
に当社へ出向してからは、主に車載関連ビジネスに従事しました。2021年より当社に再出向
し、執行役員　営業本部長を務めました。また、2022年からは当社取締役として常務執行役
員　営業本部長（現職）を務めるなど、総合商社及び当社グループにおける豊富な業務経験と
幅広い見識を有しており、引き続き取締役候補者としました。

　

候補者番号 4 り く

陸
な

名
 

　
ひ ろ

宏
ゆ き

幸 新 任
　

生年月日
1972年５月６日生
所有する当社の株式数
10,500株

　

略歴、当社における地位及び担当
1996年    4 月 当社入社
2019年    4 月 当社営業本部長　兼　開発部長

兼　第一開発グループ長
2020年    4 月 当社営業本部長　兼　開発部長
2021年    4 月 当社執行役員　営業本部長

兼　開発部長

　

2023年    4 月 当社常務執行役員　営業本部長
兼　開発部長
（現在に至る）

　

重要な兼職の状況
重要な兼職はありません。

取締役候補者とした理由
陸名宏幸氏は、1996年の当社入社以来、営業、開発及びマーケティング関連業務に従事しま
した。2021年より執行役員を務め、2023年からは常務執行役員（現職）として営業本部長　
兼　開発部長を務めるなど、当社グループにおける豊富な業務経験と幅広い見識を有しており
ます。このような経験・見識を当社の経営に活かし、取締役としての職務を適切に遂行するこ
とが可能と判断したため、新たに取締役候補者としました。
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取締役選任議案

候補者番号 5 は ま

濱
だ

田
 

　
あ き

明
お

生 再 任
　

生年月日
1966年６月30日生
所有する当社の株式数
－株
取締役在任年数
２年
取締役会出席状況
11／13回（84.6％）

　

略歴、当社における地位及び担当
1989年    4 月 豊田通商株式会社入社
2013年    4 月 同社HEV事業推進部長
2014年    4 月 同社HEV・ITS事業推進部長
    2015年    4 月 株式会社豊通エレクトロニクス

（現　株式会社ネクスティ エレクトロニクス）
専務取締役

    2016年    4 月 豊田通商（上海）有限公司総経理
兼　豊田通商（中国）有限公司董事

　

    2018年    4 月 豊田通商株式会社　執行役員
豊田通商（上海）有限公司総経理、
ネクストモビリティ東アジア統括

    2021年    4 月 同社経営幹部
化学品・エレクトロニクス本部CEO
（現在に至る）
株式会社ネクスティ エレクトロニクス
代表取締役（現在に至る）

    2021年    6 月 当社取締役
（現在に至る）

　重要な兼職の状況
豊田通商株式会社経営幹部　化学品・エレクトロニクス本部CEO
株式会社ネクスティ エレクトロニクス　代表取締役

取締役候補者とした理由
濱田明生氏は、豊田通商株式会社及び同社グループにおいて長年にわたって培った豊富な経験
と幅広い見識を有しております。また、2021年より当社取締役（現職）として、当社の経営
の意思決定の妥当性・適正性を確保するための有効な助言・提言を行っており、引き続き取締
役候補者としました。

　

候補者番号 6 こ

小
ま つ

松
 

　
よ う

洋
す け

介 再 任
　

生年月日
1974年10月３日生
所有する当社の株式数
－株
取締役在任年数
２年
取締役会出席状況
13／13回（100.0％）

　

略歴、当社における地位及び担当
    1998年    4 月 豊田通商株式会社入社
    2012年    4 月 株式会社豊通エレクトロニクス

（現　株式会社ネクスティ エレクトロニクス）
営業１部長

    2013年    4 月 同社営業部門　副部門長
    2014年    4 月 同社半導体営業部門　部門長

　

    2017年    4 月 同社執行役員
    2018年    4 月 豊田通商株式会社

化学品・エレクトロニクス本部
電子事業統括部長
（現在に至る）

    2021年    6 月 当社取締役
（現在に至る）

　
重要な兼職の状況
豊田通商株式会社　化学品・エレクトロニクス本部　電子事業統括部長

取締役候補者とした理由
小松洋介氏は、豊田通商株式会社及び同社グループにおいて長年にわたって培った豊富な経験
と幅広い見識を有しております。また、2021年より当社取締役（現職）として、当社の経営
の意思決定の妥当性・適正性を確保するための有効な助言・提言を行っており、引き続き取締
役候補者としました。
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取締役選任議案

候補者番号 7 せ き

関
 

　
そ う

聡
す け

介 再 任 社 外 独 立
　

生年月日
1966年６月29日生
所有する当社の株式数
－株
社外取締役在任年数
８年
取締役会出席状況
13／13回（100.0％）
　

略歴、当社における地位及び担当
    1993年    4 月 弁護士登録（東京弁護士会所属）

（現在に至る）
    2004年    1 月 銀座プライム法律事務所開設

（現在に至る）
　

    2007年    6 月 当社社外監査役
    2015年    6 月 当社社外取締役

（現在に至る）
    2016年    6 月 株式会社昭文社

社外取締役
（現在に至る）

　重要な兼職の状況
株式会社昭文社　社外取締役

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
関聡介氏は、過去に会社の経営に直接関わったことはありませんが、弁護士としての豊富な経
験と高い見識を有し、独立した立場から経営の意思決定及び取締役の職務執行の妥当性・適正
性を確保するための助言・提言を行っており、引き続き社外取締役候補者としました。当社
は、同氏が今後も法令遵守の観点からガバナンスを強化し、少数株主を含む全ての株主の視点
に立ち、その職責を果たすこと、さらに任意の指名・報酬委員会及び特別委員会の委員長とし
ての役割を果たすことを期待しております。

　

候補者番号 8 ま え

前
だ

田
 

　
た つ

辰
み

巳 再 任 社 外 独 立
　

生年月日
1953年１月１日生
所有する当社の株式数
－株
社外取締役在任年数
４年
取締役会出席状況
13／13回（100.0％）
　

略歴、当社における地位及び担当
    1975年    3 月 京都セラミック株式会社

（現　京セラ株式会社）入社
    2001年    6 月 同社取締役
    2003年    6 月 同社執行役員常務
    2007年    4 月 同社執行役員専務
    2008年    6 月 同社取締役執行役員専務
    2009年    4 月 同社代表取締役副社長

兼　副社長執行役員
　

    2013年    4 月 同社代表取締役副会長
    2017年    6 月 同社顧問
    2018年    3 月 同社顧問退任
    2019年    6 月 当社社外取締役

（現在に至る）
2021年    6 月 株式会社トーメンデバイス

社外取締役
（現在に至る）

　重要な兼職の状況
株式会社トーメンデバイス　社外取締役

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
前田辰巳氏は、京セラ株式会社において長年にわたって培った豊富な経験と、同社における経
営全般に関する幅広い見識を有し、独立した立場から経営の意思決定及び取締役の職務執行の
妥当性・適正性を確保するための助言・提言を行っており、引き続き社外取締役候補者としま
した。当社は、同氏が今後もこれまでの経営経験に基づき当社の事業運営全般に関して、少数
株主を含む全ての株主の視点に立ち、その職責を果たすこと、さらに任意の指名・報酬委員会
及び特別委員会の委員としての役割を果たすことを期待しております。

　
10



2023/05/30 12:57:58 / 22945613_エレマテック株式会社_招集通知_電子提供措置用

取締役選任議案

候補者番号 9 や

谷
つ

津
 

　
よ し

良
あ き

明 再 任 社 外 独 立
　

生年月日
1964年３月13日生
所有する当社の株式数
－株
社外取締役在任年数
３年
取締役会出席状況
13／13回（100.0％）

　

略歴、当社における地位及び担当
    1990年    10月 監査法人トーマツ

（現　有限責任監査法人
トーマツ）入所

    2005年    6 月 同法人パートナー
    2018年    10月 同法人退所

　

    2018年    11月 谷津公認会計士事務所開設
（現在に至る）

    2019年    3 月 静岡ガス株式会社
社外監査役
（現在に至る）

    2020年    6 月 当社社外取締役
（現在に至る）

　重要な兼職の状況
静岡ガス株式会社　社外監査役

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
谷津良明氏は、過去に会社の経営に直接関わったことはありませんが、公認会計士としての豊
富な経験と高い見識を有し、独立した立場から経営の意思決定及び取締役の職務執行の妥当
性・適正性を確保するための助言・提言を行っており、引き続き社外取締役候補者としまし
た。当社は、同氏が今後も財務・会計の観点からガバナンスを強化し、少数株主を含む全ての
株主の視点に立ち、その職責を果たすこと、さらに任意の指名・報酬委員会及び特別委員会の
委員としての役割を果たすことを期待しております。

　

（注）１. 各取締役候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
２. 関聡介氏、前田辰巳氏及び谷津良明氏は社外取締役候補者であります。
３. 辻󠄀直人氏、濱田明生氏及び小松洋介氏の豊田通商株式会社及び同社の子会社における現在または過去10年間の業務執行者としての地位及

び担当については、上記「略歴、当社における地位及び担当」、「重要な兼職の状況」欄に記載の通りであります。
４. 関聡介氏の監査役在任期間は８年であり、社外取締役在任期間は、本総会終結の時をもって８年であります。

前田辰巳氏の社外取締役在任期間は、本総会終結の時をもって４年であります。
谷津良明氏の社外取締役在任期間は、本総会終結の時をもって３年であります。

５. 当社は、濱田明生氏、小松洋介氏、関聡介氏、前田辰巳氏及び谷津良明氏との間で、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条
第１項の損害賠償責任について、同法第425条第１項に規定する最低責任限度額を限度とする責任限定契約を締結しており、各氏の再任が
承認された場合、同様の責任限定契約を継続する予定であります。

６. 当社は保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を締結しており、当該保険契約の内容の概要は、事
業報告「２ 会社の現況　(３) 会社役員の状況　③ 役員等賠償責任保険契約の内容の概要等」に記載の通りであります。各取締役候補者の
選任が承認されますと、当該保険契約の被保険者に含められます。また、当該保険契約は次回更新時において、取締役会決議を経て同一の
契約内容で更新を予定しております。

７. 当社は、関聡介氏、前田辰巳氏及び谷津良明氏を株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ており
ます。各氏の再任が承認された場合には、当社は引き続き各氏を独立役員として指定し、同取引所に届け出る予定であります。
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ご参考（コーポレート・ガバナンスについて）、取締役・監査役候補の指名を行うに当たっての方針と手続

ご参考 コーポレート・ガバナンスについて
コーポレート・ガバナンスの基本的な考え方

コーポレート・ガバナンス体制図

　当社は企業活動を行う前提として、「株主」、「顧客等取引先」、「従業員」、「地域社会」等のステークホルダ
ーの皆様との円滑な関係を構築するとともに、その構築に当たっては、健全性、透明性及び効率性を確保いたしま
す。
　当社はこれらの活動の上に、利益の向上と企業価値の継続的な増大を目指すとともに、株主の皆様の権利確保をは
じめステークホルダーに対する責務やその責務に関する説明責任を果たしていくこととしております。そのために
は、透明で公正かつ迅速で果断な意思決定及び業務執行を支える経営体制、経営組織及び経営システムといった企業
活動を律する内部統制の枠組みを継続的に改善し、整備していくことを目指してまいります。
　当社は会社規模を勘案し、取締役会設置会社かつ監査役会設置会社としております。また、経営監督機能と業務執
行機能の役割分担を進めていく体制として執行役員制度を採用しております。なお、国内子会社及び主要な海外子会
社の責任者等役員の一部については、当社の執行役員または当社の幹部社員が兼務する体制としております。

監査

株主総会

監査役会

顧
問
弁
護
士
等

取締役会 会計監査人

代表取締役

部店長会議／営業会議

営業部門／海外事業部門／開発営業部門
環境・品質保証部門／コーポレート部門

グループ会社（国内外）

マネジメント会議
代表取締役
コーポレート系執行役員・本部長等
コンプライアンス統括
リスクマネジメント統括

サステナビリティ委員会
代表取締役
業務執行取締役
コーポレート本部長
開発系執行役員等

本部長会議
代表取締役
全執行役員
本部長
コーポレート系部店長等

営業本部長会議
代表取締役
営業・開発系執行役員・本部長等

内
部
監
査
室

監査

選任・解任 選任・解任 選任・解任

会
計
監
査

内
部
統
制
監
査

指名・報酬委員会
特別委員会

諮問

答申

取締役・監査役候補の指名を行うに当たっての方針と手続
　経営陣幹部及び取締役・監査役候補については、経営陣及び取締役会全体としての知識・経験・能力のバランスを
考慮し、企業経営や企業管理または特定の専門分野についての一定の経験や知見を有し、それに基づく的確かつ迅速
な意思決定が実施できること、並びに各個人として人格に優れ、法令及び企業倫理の遵守に徹する見識を有すること
を基準として、代表取締役が原案を策定し、取締役会において審議を行い、総合的に選任・指名しております。な
お、経営陣幹部及び取締役・監査役については、会社経営の観点から当社グループにとって重要と考えられるスキル
分野を6項目として規定し、スキル・マトリックスとして招集通知の参考書類に掲載しております。
　また、選任・指名手続きの更なる公正性・透明性の確保のため、「指名・報酬委員会」における諮問・答申手続き
を経ることとし、最終的に取締役会において審議を行った上で候補者として選任・指名しております。
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スキル・マトリックスについて

ご参考 スキル・マトリックスについて

属性 業務執行取締役 非業務執行取締役

氏名
スキル分野

横出 彰 川藤 聖 辻 直人 陸名 宏幸 濱田 明生 小松 洋介

企業経営 ◯ ◯ ◯ ◯

当社事業及び
業界における営業・
マーケティング経験

◯ ◯ ◯ ◯ ◯

グローバル ◯ ◯ ◯ ◯

サステナビリティ
（環境・社会・

ガバナンス）
◯ ◯ ◯

財務・会計 ◯

法務・
リスクマネジメント ◯

　当社取締役会は、当社グループにおける経営及び業務執行に対する監督機能をより適切かつ高いレベルで行い、企
業価値の持続的な向上を図る機関として、豊富な経験、高い見識及び高度な専門性を有する取締役、監査役を配置
し、各取締役・監査役はその役割・責務を実効的に果たしております。

（注）1. ＊印は、社外取締役または社外監査役であります。
　　　2. 上記は、本総会終結後に想定される取締役会の構成に基づき記載しております。
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スキル・マトリックスについて

非業務執行取締役 監査役

関 聡介＊ 前田 辰巳＊ 谷津 良明＊ 野口 良人 水上 洋＊ 伊藤 弘 大志万 俊夫＊

◯ ◯

◯ ◯

◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯

　当社では、取締役会における審議及び意思決定において、会社経営の観点から、当社グループにとって重要と考え
られる知識・経験の分野を６項目とし、全体としてバランスのとれた構成としております。
　なお、取締役・監査役候補者は、性別、国籍、年齢といった属性に捉われず、多様な視点、多様な識見、多様かつ
高度なスキルを兼ね備えた人材を選定するとともに、タスク面での多様性も重視しております。
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　当社グループは、サステナビリティへの取り組みを経営の重要課題として位置づけております。サステナビリティ
を巡る課題に対し、適切な対応を行うため「サステナビリティ基本方針」を策定した上で、経営理念において持続可
能な社会の実現に貢献することを掲げております。2022年4月には、代表取締役社長を委員長とするサステナビリ
ティ委員会を設置し、社会及び当社グループが直面する課題に対し、事業活動を通じて優先的に取り組むべき重要課
題(マテリアリティ)を特定いたしました。当該委員会の直下にマテリアリティを軸としたワーキンググループを配し、
全社横断的な取り組みを推進しております。

マテリアリティ 関連するSDGs 当社の取り組み施策

安心安全な社会の実現 ・交通事故のない社会の実現
・適切な医療環境の整備

環境負荷の低減と
循環型社会の実現

・環境に配慮した部材の納入
・品質、環境マネジメントシステムの実践
・リワーク、リサイクルビジネスの推進
・クリーンエネルギー関連の部材の納入

多様性を尊重し、
成長し合う組織づくり

・人権の尊重
・研修制度の拡充
・D＆Iの推進
・働き方改革

全てのステークホルダーから
信頼されるガバナンス体制の構築

・�ガバナンス体制及びコンプライアンス体制の
　整備、強化

サステナビリティへの取り組みご参考

エレマテックグループの重要課題(マテリアリティ)

サステナビリティ基本方針
　エレマテックグループは世界のモノ作りパートナーとして、「良いつながりを広げ新たな価値を提供する」という
経営理念のもと、地球環境に配慮したビジネスの展開及び社会課題への取り組みを、リスク対応と同時に重要な事業
機会であると捉え、事業活動を通じて持続可能な社会の実現に貢献し、企業価値の向上を目指してまいります。
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ご参考（サステナビリティヘの取り組み）
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取り組み事例
　当社グループは、2023～2025年度中期経営戦略「elematec Pro+」※ において、「サステナビリティと人的資
本への取り組み」を基本戦略の１つとして掲げております。エレクトロニクス商社としての事業活動を通じて社会課
題の解決に貢献すると共に、当社グループの成長の源泉である人的資本に関しても、その価値を最大限引き出すため
の取り組みを実行しております。今後も、持続可能な社会の実現に向けて、取り組み内容の拡充に努めてまいります。

人的資本への取り組み

研修制度の拡充 ・D&I研修、管理職向けコーチング研修の実施
・e-ラーニングのコンテンツ拡充
・エンゲージメントシステムの導入とサーベイの定期的な実施
・社内DXの推進働き方改革

ガバナンス体制構築への取り組み

ガバナンス体制及び
コンプライアンス体制の

整備、強化

・サステナビリティ委員会の設置
・指名・報酬委員会、特別委員会の設置

環境に配慮した
部材の納入 ・植物由来の梱包材等環境対応型商材の納入

・ペットボトル等の廃材を使用したゲーム機コントローラー用キャリングケースの納入
・中古スマートフォンのリペア用部材の納入リワーク、リサイクル

ビジネスの推進

事業活動を通じた取り組み

交通事故のない
社会の実現

・ミリ波レーダー用部材等自動運転・運転支援商材の納入
・ドライブレコーダー(完成品)、HUD(ヘッドアップディスプレイ)用部材等
　事故要因低減商材の納入
・CT、MRI用部材等医療機器関連商材の納入

適切な
医療環境の整備

※2023～2025年度中期経営戦略「elematec Pro+」の詳細は23・24ページをご覧下さい。
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ご参考（サステナビリティヘの取り組み）
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身近なところで活躍するエレマテック
当社グループの主要な事業内容
（2023年3月31日現在）

　当社グループは、国内及び海外において
電子材料、電子部品、設備等を販売及び加
工・組立することに加え、設計及び製造受
託することを主な事業としております。
　近年では、他社ブランド製品を設計から
製造（当社では製造は外部へ委託しており
ます）まで行うODMビジネスにも力を入
れております。長きにわたり培った電子材
料の豊富な知見を活かすことで、付加価値
を生み出すことができます。

事業報告（2022年４月１日から2023年３月31日まで）

マーケット別売上高構成比
　得意先の生産品目を 
基準に、
「Automotive」
「Broad Market」
「Digital Electronics」
の3つの区分に分けて 
売上高を管理しており 
ます。

CO₂H₂O

世界的に懸念されるプラス
チックごみによる環境問題
にいち早く着目し、海洋汚
染の防止に寄与する環境対
応型の梱包材等を提供して
おります。

環境対応型商材
・梱包材
・異種材料成形品
・生分解性樹脂

Broad Market
Automotive

Digital Electronics

・ロボット本体
・関連システム

ロボット

41.8％
Broad Market

2023年3月期
売上高

239,774百万円

Digital Electronics

42.9％
Automotive

15.3％

■ Automotive…自動車関連
■ Broad Market…医療・産業機器関連等
■ Digital Electronics…スマートフォン・ゲーム機関連等

Broad Market
Automotive

Digital Electronics
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主要な事業内容
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・放熱部材
・環境対応型梱包材
・VR用部材
・ハーネス

Digital Electronics

ゲーム機

Digital Electronics

スマートフォン・
タブレット
・ガラス
・高機能フィルム
・テープ

Automotive

自動車
・ヘッドランプ用部材
・ヒーター
・カーナビ用前面板
・バッテリー用
　耐火シートASSY
・センサー
・コックピットモジュール

従前より注力している自動車関
連ビジネスにおいては、自動車
のCASE（コネクティッド、自
動運転、シェアリング、電動
化）化に伴う電装比率の向上を
好機と捉え、電気自動車及び自
動運転システム向け商材等の拡
販に注力しております。

Broad Market

IoT家電（ODM）

・超音波診断装置用部材
・CT、MRI用部材

Broad Market

医療機器

Broad Market

専属チームの立ち上げを行い、通信型ドラ
イブレコーダーの販売に注力しております。
開発部・技術部が一体となり、仕様決めの
段階からサポートを行っております。

ドライブレコーダー（ODM※）

※�他社ブランド製品を設計〜製造まで行うこと。
（当社では製造は外部へ委託）
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主要な事業内容
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当連結会計年度の事業の状況

1　当社グループの現況

売上高

(前期比19.5％増）
2,397億74百万円
経常利益

(前期比41.5％増）
111億30百万円
親会社株主に帰属する当期純利益

(前期比43.2％増）
76億96百万円

第75期
（2020年度）

175,65468,778 79,688第74期
（2019年度）

27,187

第76期
（2021年度）

180,21875,249 80,484
24,484

200,64686,581 85,961
28,103

第77期
（当連結会計年度）

（2022年度）
239,774100,124 102,996

36,653

マーケット別売上高※（百万円）

■Automotive（自動車関連）
■Broad Market（医療・産業機器関連等）
■Digital Electronics（スマートフォン・ゲーム機関連等）

(1) 当連結会計年度の事業の状況
①　事業の経過及び成果
　当連結会計年度のエレクトロニクス業界におきましては、一部で需給バランスの崩れ等の影響を受けた
ことにより、下期の電子部品の生産はやや鈍化したものの、自動車における電装化の進展や、データセン
ター関連及び産業機器等様々な分野での需要に支えられ、市場規模は拡大傾向で推移しました。
　このような状況下において当社グループは、販売商材のモジュール化推進、他社ブランド製品を設計か
ら製造（当社では製造は外部へ委託しております）まで行うODMビジネスの拡大、海外有力顧客を中心
とした新規顧客開拓や商材の拡充等に取り組むことで、更なる付加価値向上を図るための施策を進めてま
いりました。従前より注力している自動車関連ビジネスにおいては、ドライブレコーダー及び車載ユニッ
ト完成品の拡販や、今後需要の拡大が見込まれるEV向けにバッテリー用関連商材等の拡販に取り組んだ
結果、好調に推移いたしました。また、環境に配慮した梱包材等ゲーム機向け商材の拡販にも注力いたし
ました。
　以上のような結果、当連結会計年度の売上高は、前期比19.5％増の2,397億74百万円となりました。
営業利益は、売上高の増加に伴う売上総利益の増加により、前期比44.4％増の120億52百万円となりま
した。経常利益は、営業利益の増加により前期比41.5％増の111億30百万円となりました。親会社株主
に帰属する当期純利益は、前期比43.2％増の76億96百万円となりました。
　為替の円安影響に伴う増収に加え、利益率の改善もあり、各段階利益は２期連続で過去最高益を更新い
たしました。
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当連結会計年度の事業の状況

175,654

第74期
（2019年度）

200,646
180,218

第75期
（2020年度）

第76期
（2021年度）

239,774

第77期
（当連結会計年度）
（2022年度）

売上高※（百万円）

4,499

第74期
（2019年度）

7,867

第76期
（2021年度）

5,179

第75期
（2020年度）

11,130

第77期
（当連結会計年度）
（2022年度）

経常利益（百万円）

3,263

第74期
（2019年度）

5,374

第76期
（2021年度）

3,666

第75期
（2020年度）

7,696

第77期
（当連結会計年度）
（2022年度）

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円）

79.70

第74期
（2019年度）

131.25

第76期
（2021年度）

89.55

第75期
（2020年度）

187.96

第77期
（当連結会計年度）
（2022年度）

１株当たり当期純利益（円）

91,781

第74期
（2019年度）

50,896

第75期
（2020年度）

101,317

54,413

第76期
（2021年度）

115,332

59,645

第77期
（当連結会計年度）
（2022年度）

113,913

65,577

55.5 53.7 51.7 57.6

■総資産　■純資産　● 自己資本比率

総資産・純資産（百万円）・自己資本比率（％）

6.5

第76期
（2021年度）

第75期
（2020年度）

7.0

9.4

第74期
（2019年度）

第77期
（当連結会計年度）
（2022年度）

12.3

ROE（％）

②　直前３連結会計年度の財産及び損益の状況

区分
第74期

（2019年度） 
第75期

（2020年度）
第76期

（2021年度）
第77期

(当連結会計年度)
（2022年度）

売上高※（百万円） 175,654 180,218 200,646 239,774

経常利益（百万円） 4,499 5,179 7,867 11,130
親会社株主に帰属する
当期純利益（百万円） 3,263 3,666 5,374 7,696

１株当たり当期純利益（円） 79.70 89.55 131.25 187.96

総資産（百万円） 91,781 101,317 115,332 113,913

純資産（百万円） 50,896 54,413 59,645 65,577

自己資本比率（％） 55.5 53.7 51.7 57.6

ROE（％） 6.5 7.0 9.4 12.3
※　2021年度の期首より「収益認識に関する会計基準」 （企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を適用しております。
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売上高は、自動車向け各種
関連部材の販売が増加した
ことから、前期比93.5％
増の176億89百万円とな
りました。営業利益は、前
期比298.5％増の５億58
百万円となりました。

第76期
（2021年度）

第77期
（2022年度）

9,141

140

17,689

558

■売上高　■営業利益
（百万円）

③　セグメント別の概況（2023年3月31日現在）

米国、メキシコ、チェコ欧米…

● 販売拠点　● 加工拠点
※加工拠点は大連、無錫、横浜の3拠点であります

売上高は、電子部品向け各
種関連部材の販売が増加し
たことから、前期比7.9％
増の346億72百万円とな
りました。営業利益は、前
期 比6.2 ％ 増 の16億28
百万円となりました。

32,136

1,534

第77期
（2022年度）

34,672

1,628

第76期
（2021年度）

■売上高　■営業利益
（百万円）

韓国、インド、東南アジア等その他アジア…

欧米 その他アジア

海外拠点数

46
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セグメント別の概況
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● 国内拠点

売上高は、自動車向け各種
関連部材の販売が増加した
ことから、前期比22.2％
増の1,333億54百万円と
なりました。営業利益は、
前期比20.7％増の49億円
となりました。

※ 営業利益についてはセグメント間取引消去前の数値であり、合計値と連結営業利益は一致しません。

第76期
（2021年度）

第77期
（2022年度）

109,115
4,060

133,354

4,900

■売上高　■営業利益
（百万円）

売上高は、ゲーム機向け各
種関連部材の販売が増加し
たことから、前期比7.6％
増の540億58百万円とな
りました。営業利益は、前
期 比90.3 ％ 増 の38億71
百万円となりました。

第76期
（2021年度）

第77期
（2022年度）

50,253

2,034

54,058

3,871

■売上高　■営業利益
（百万円）

中国 日本

国内拠点数

25
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セグメント別の概況
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対処すべき課題（基本戦略）

地政学リスクと
内外マーケットの変動

顧客ニーズの
高度化・多様化

サステナビリティ課題への
関心の高まり

働き方の変化と
ダイバーシティの伸展

　当社グループを取り巻く
「エレクトロニクス」業界は、
日々急速に変化しております。
新型コロナウイルス感染症や
ウクライナ情勢等を契機とし
たリスク分散の必要性の高ま
りに加え、成長分野の変動、
製品の性能向上による顧客
ニーズの高度化、多様化等を
背景に、需要の変化に機敏に
対応し、付加価値を提供する
ことの重要性がより高まって
おります。また、企業には、
世界的に深刻化する環境問題
への対応や働き方改革・D&I
の推進等環境及び社会課題に
配慮した事業展開を行い、企
業価値の向上を目指すサステ
ナビリティ経営が求められて
おります。

経営環境 中期経営戦略（2023～2025年度）

④　経営戦略及び対処すべき課題

▪ターゲット顧客への販路を有する、またはエレクトロニクス業界と親和性の
　ある企業の発掘
▪既存事業の付加価値向上に資する技術、人財を有する企業の発掘

M&A・アライアンスによる顧客基盤・事業領域の拡大

高付加価値型
ビジネスの強化

競争力のある商材
の開拓強化
▪

独自の企画開発・
設計機能を活用し
たモジュールビジ
ネスやODMビジネ
スの拡大

▪

国内外
有力顧客の開拓
米系及び中国系大
手顧客向けビジネ
スの本格化

▪

グローバルに展開
する顧客の攻略
▪

自動車領域への
注力
海外大手Tier１の
攻略
▪

自動車の電装化に
伴う商材の拡充
▪

2023/05/30 12:57:58 / 22945613_エレマテック株式会社_招集通知_電子提供措置用

対処すべき課題_背景画像*電子提供措置用*
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　「Pro+」には様々な意味の“Pro”が含まれておりま
す。例えば、Proficient（熟練した）、Productive（建
設的な）、Proactive（能動的な）、Professional（プ
ロフェッショナル）……etc. これらは、エレマテックの
バリューチェーンを表す言葉であり、「付加価値の高い
サービスを提供したい」という想いを込めました。
　「Pro」という言葉自体にも“前へ”という意味があ
り、会社として、目標達成に向けて“前進していく姿”
を表しております。

長きにわたり培われた現場力と独自の5つの機能（企
画開発・設計、調達代行、製造、品質・環境マネジ
メント、海外ネットワーク）を戦略的に統合し、以
下の対処すべき課題（基本戦略）に取り組むことで、
当社グループの持続的な成長と企業価値の最大化を
目指してまいります。

基本方針 目指す姿

に込めた想い

エレクトロニクスの力で

目標

経常利益CAGR
2022➡2025年度

※年平均成長率
10%以上※

豊かな未来を
切り拓く

▪マテリアリティを軸とするワーキンググループの活性化

サステナビリティと人的資本への取り組み

ポテンシャル 
エリアの本格開拓

欧米でのスペック
イン活動強化及び
拠点網の拡大

▪

ASEANでの顧客及
び仕入先・パート
ナーの開拓強化

▪

開発部の機能強化

全社戦略の立案・推
進や新規ビジネスの
創出、投融資案件の
発掘・実行に加え、
豊田通商グループと
の連携強化を目的と
した専門部隊の設置

▪

▪人財育成及びエンゲージメント向上施策の実行等
　人的資本経営の推進
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2023年度業績予想
　エレクトロニクス業界におきましては、中長期的には、急速な技術革新（5GサービスやIoTの普及、自動車に 
おける電装化の進展等）により、市場規模は拡大傾向で推移していくものの、短期的には、景気後退によるPC、 
スマートフォンの需要縮小の影響等により、市場成長の停滞が懸念されます。
　このような状況の中、当社グループは、競争が激化するエレクトロニクス業界において、需要の拡大が見込まれ
る分野でのビジネスを更に強化し、付加価値向上を図るため、販売商材のモジュール化を推進し、自動車向け各種
関連部材の販売活動や、完成品（ODM）ビジネスの強化、地球環境に配慮したビジネスの展開に一層注力してま
いります。

2022年度 2023年度（予想） 増減率

売上高（百万円） 239,774 233,500 △2.6%

● Automotive（自動車関連） 36,653 45,316 ＋23.6%

● Broad Market（医療・産業機器関連等） 100,124 95,934 △4.2%

● Digital Electronics（スマートフォン・ゲーム機関連等） 102,996 92,249 △10.4%

経常利益（百万円） 11,130 10,300 △7.5%

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 7,696 7,250 △5.8%

１株当たり当期純利益（円） 187.96 177.06 ー

ROE（％） 12.3 10.8 ー
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設備投資～重要な親会社及び子会社の状況

会社名 資本金 当社に対する議決権比率 当社との関係

豊田通商株式会社 64,936百万円 58.6％ 当社グループが販売する商品の一部を相互に供給

会社名 資本金 当社の議決権比率 主要な事業内容

依摩泰（上海）国際貿易有限公司 5,794千
人民元 100％ 電子材料等の販売

依摩泰香港有限公司 12千
USドル 100％ 同上

⑤　設備投資の状況
　当連結会計年度は、総額924百万円の設備投資を実施いたしました。
　この主な内訳は、単体の工具器具備品が693百万円及びソフトウェアが53百万円であります。

⑥　資金調達の状況
　該当事項はありません。

⑦　重要な企業再編等の状況
　該当事項はありません。

(2) 重要な親会社及び子会社の状況

①　親会社の状況

（注）1．当社の親会社は豊田通商株式会社であり、当社と同社は、2011年８月１日付で「資本業務提携契約」を締結いたしました。当該契約にお
いて、資本面では、同社が当社株式の公開買付けを行う等の内容のほか、業務面では、相互にビジネスパートナーとして各種業務分野にお
ける提携を進める等の内容で合意いたしました。当社は、当該契約締結以来、同社グループが重要な戦略事業の一つに位置づけているエレ
クロトニクス分野の一員として加わり、様々な面においてシナジー効果を創出していくことにより、顧客へのサービスの拡充を図るととも
に、企業価値の向上に努めております。

2．当社は同社と重要な取引はなく、取引に際しては、市場価格等を勘案した一般取引先と同様の条件に従っております。なお、当社は親会社
と少数株主との利益相反が生じ得る取引・行為について、少数株主の保護を図るため、取締役会の諮問機関として「特別委員会」（取締役
会決議により選定された３名以上の社外役員のみで構成され、独立社外取締役から選定されることを基本とする。）を設置し、取締役会に
対して諮問事項を答申するなど、当該取引の適正性・妥当性を確認しております。

②　重要な子会社の状況

（注）1．上記の重要な子会社を含め、連結対象会社は22社であります。
2．会社法施行規則第118条第４号に定められている特定完全子会社はありません。
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主要な営業所等、使用人の状況、主要な借入先の状況、その他重要な事項

本　　　社 東京都港区三田三丁目５番27号
支　　　店 仙　　台（仙台市若林区） 那　　須（栃木県大田原市） 大　　宮（さいたま市大宮区）

熊　　谷（埼玉県熊谷市） 千　　葉（千葉県茂原市） 八 王 子（東京都八王子市）
横　　浜（横浜市港北区） 長　　岡（新潟県長岡市） 金　　沢（石川県金沢市）
上　　田（長野県上田市） 三　　島（静岡県三島市） 名 古 屋（名古屋市南区）
刈　　谷（愛知県刈谷市） 京都本店（京都市南区） 大　　阪（大阪府吹田市）
加 古 川（兵庫県加古川市） 広　　島（広島県東広島市） 福　　岡（福岡県大野城市）

営　業　所 盛　　岡（岩手県盛岡市） 水　　戸（茨城県水戸市）
浜　　松（浜松市中区） 四 日 市（三重県四日市市） 熊　　本（熊本市中央区）

国内子会社 エレマテックロジサーブ株式会社（横浜市港北区）
海外子会社 依摩泰(上海)国際貿易有限公司（上海）

依摩泰香港有限公司（香港）

(3) 主要な営業所等（2023年３月31日現在）

（注）加古川支店は移転し、2023年５月１日付で神戸支店に改称いたしました。

（注）当社の海外連結子会社は、上記を含め中国及びアジア地域18社、欧州１社、北中米２社となっております。

(4) 使用人の状況（2023年３月31日現在）

セグメント名称 使用人数 前連結会計年度末比増減

日本 497名 3名増
中国 427名 3名減

その他アジア 204名 11名増
欧米 56名 8名増
合計 1,184名 19名増

使用人数 前事業年度末比増減 平均年齢 平均勤続年数

483名 ４名増 41.2歳 12.2年

①　当社グループの使用人の状況

（注）使用人数は就業人員であり、当社グループからグループ外への出向者１名を除き、グループ外から当社グループへの出向者１名を含んでおりま
す。また、パートタイマー・契約社員106名は含まれておりません。

②　当社の使用人の状況

（注）使用人数は就業人員であり、当社から社外への出向者48名及びパートタイマー・契約社員25名は含まれておりません。

(5) 主要な借入先の状況（2023年３月31日現在）
　借入金の金額に重要性がないため、記載を省略しております。

(6) その他重要な事項
　該当事項はありません。
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株式の状況、新株予約権等の状況

2　会社の現況

①　発行可能株式総数 168,000,000株

②　発行済株式の総数 42,304,946株

③　株主数 6,403名

(1) 株式の状況（2023年３月31日現在）

④　大株主（上位10位）

58.4％

1.2％

■金融商品取引業者 485,514株

■その他の国内法人 24,721,100株

■個人・その他
　（自己名義株式含む）

7,549,738株

■金融機関 3,361,000株17.9％

14.6％

7.9％

■外国人 6,187,594株

所有者別株式分布状況

株主名 持株数 持株⽐率

豊田通商株式会社 24,005千株 58.6％

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 2,378 5.8

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED STOCK FUND
(PRINCIPAL ALL SECTOR SUBPORTFOLIO) 2,111 5.2

エレマテック社員持株会 1,089 2.7

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 780 1.9

大阪中小企業投資育成株式会社 583 1.4

BBH FOR FIDELITY GROUP TRUSTBENEFIT
(PRINCIPAL ALL SECTOR SUBPORTFOLIO) 306 0.7

BNYM AS AGT/CLTS 10 PERCENT 282 0.7

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505223 244 0.6

THE BANK OF NEW YORK MELLON 140042 236 0.6
（注）１．持株数は、千株未満を切り捨てて表示しております。

２．当社は、自己株式を1,358,737株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
３．持株比率は自己株式を控除し、小数点第２位を四捨五入して表示しております。

(2) 新株予約権等の状況
　該当事項はありません。
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会社役員の状況、会計監査人の状況

地位 氏名 担当及び重要な兼職の状況

代表取締役社長 横　出　　　彰

取締役 北　平　雅　則 専務執行役員

取締役 川　藤　　　聖 常務執行役員
経営企画・人事全般・総務・法務担当

取締役 辻󠄀　　　直　人 常務執行役員

取締役 濱　田　明　生
豊田通商株式会社経営幹部
化学品・エレクトロニクス本部CEO
株式会社ネクスティ エレクトロニクス　代表取締役

取締役 小　松　洋　介
豊田通商株式会社
化学品・エレクトロニクス本部
電子事業統括部長

取締役（社外） 関　　　聡　介 弁護士
株式会社昭文社　社外取締役

取締役（社外） 前　田　辰　巳 株式会社トーメンデバイス　社外取締役

取締役（社外） 谷　津　良　明 公認会計士
静岡ガス株式会社　社外監査役

常勤監査役 野　口　良　人

監査役（社外） 水　上　　　洋
弁護士
GMOグローバルサイン・ホールディングス株式会社　社外取締役
株式会社三栄コーポレーション　社外取締役
中野冷機株式会社　社外取締役

監査役 伊　藤　　　弘 株式会社ネクスティ エレクトロニクス　常勤監査役

監査役（社外） 大 志 万 俊 夫

(3) 会社役員の状況
①　取締役及び監査役の状況（2023年３月31日現在）

（注）1. 2022年６月21日開催の第76回定時株主総会終結の時をもって、取締役柿原安博氏は任期満了により退任し、新たに辻󠄀直人氏が取締役に選
任され就任いたしました。併せて、監査役磯上篤生氏は任期満了により退任し、監査役清水厚志氏及び監査役田上静之氏は辞任し、新たに
野口良人氏、伊藤弘氏及び大志万俊夫氏が選任されそれぞれ就任いたしました。

2. 監査役伊藤弘氏は、豊田通商株式会社において財務企画部長、ERM部長を務めた経験があることから、財務及び会計に関する相当程度の知
見を有しております。

3. 当社は、取締役関聡介氏、取締役前田辰巳氏、取締役谷津良明氏、監査役水上洋氏及び監査役大志万俊夫氏を株式会社東京証券取引所の定
めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。
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会社役員の状況、会計監査人の状況

役員区分
報酬等の
総額

（百万円）

報酬等の種類別の総額（百万円） 対象となる
役員の員数
（人）月次固定報酬 業績連動報酬

（賞与） 退職慰労金

取締役
（うち社外取締役）

149
（20）

110
（20）

39
（ー）

ー
（ー）

7
（3）

監査役
（うち社外監査役）

27
（12）

27
（12）

ー
（ー）

ー
（ー）

5
（3）

合計
（うち社外役員）

177
（32）

138
（32）

39
（ー）

ー
（ー）

12
（6）

②　責任限定契約の内容の概要
　当社は、濱田明生氏、小松洋介氏、野口良人氏及び伊藤弘氏並びに社外役員全員と、会社法第427条第１項の規定
に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任について、同法第425条第１項に規定する最低責任限度額を限度とす
る責任限定契約を締結しております。

③　役員等賠償責任保険契約の内容の概要等
　当社は、当社及び当社子会社の取締役、監査役、執行役員及び従業員を被保険者として、会社法第430条の３第１
項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、当該保険料は当社が全額負担しております。
　当該保険契約では、株主代表訴訟等により被保険者に対して損害賠償請求がなされた場合に、被保険者が負担する
こととなる損害賠償金及び争訟費用等の損害を塡補することとされています。ただし、法令違反の行為であることを
認識して行った行為に起因して生じた損害は塡補されないなど、一定の免責事由があります。

④　取締役及び監査役の報酬等
イ．当事業年度に係る報酬等の総額

（注）1.上表の取締役の員数が当事業年度末日の取締役の員数と相違しているのは、無報酬の取締役２名を除いているためであります。
2.上表の監査役の員数が当事業年度末日の監査役の員数と相違しているのは、2022年６月21日開催の第76回定時株主総会終結の時をもって

退任した監査役２名を含み、無報酬の監査役１名を除いているためであります。

ロ．当事業年度において支払った役員退職慰労金
記載すべき事項はありません。

ハ．業績連動報酬に関する事項
業務執行取締役においては、各事業年度及び中長期の収益の確保・向上及び企業価値の増大を主な責務としてい
ることから、業務執行取締役の報酬のうち、業績連動部分(賞与)の算定に係る指標として、連結当期純利益を用
いることとしております。なお、連結当期純利益の実績は76億96百万円であります。
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会社役員の状況、会計監査人の状況

ニ．非金銭報酬等の内容
該当事項はありません。

ホ．取締役及び監査役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
取締役の報酬は、2009年６月19日開催の第63回定時株主総会において年額８億円以内と決議しております。
なお、当該株主総会終結時点の取締役の員数は７名であります。
監査役の報酬は、2000年６月30日開催の第54回定時株主総会において年額１億円以内と決議しております。
なお、当該株主総会終結時点の監査役の員数は２名であります。

ヘ．役員報酬等の内容の決定に関する方針等
当社は2022年６月21日開催の取締役会において、以下の通り、取締役の個人別の報酬等の内容についての決定
に関する方針を決議しております。
a)取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針の決定方法

取締役報酬は、株主総会で決議承認を受けた役員報酬年間総額の範囲内で、取締役会において、毎年審議の
上、決定する。報酬水準は、優秀な人材の確保並びに登用、企業価値の向上に向けた貢献意識の高揚に資する
よう、外部専門機関の調査データ等を参照するなど、客観的なベンチマークを用い、役位ごとに設定する。
報酬制度は、下記の点に留意し、当社経営方針の遂行と業績向上へのインセンティブを考慮した報酬体系とす
る。
・中長期的な業績及び企業価値の向上に対する貢献意識を高める報酬構成とすること。
・業績連動報酬の算定は、透明性、客観性及び継続性を確保する指標を用いること。
なお、中長期的な企業価値の向上へのインセンティブになるよう、必要に応じて適宜見直しを行う。
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会社役員の状況、会計監査人の状況

報酬構成 月次固定報酬 業績連動報酬(賞与)

合計
構成項目

取締役基本報酬
＋役位加算

連結当期純利益連動

賞与金額の70％
(短期業績連動)

賞与金額の30％
(中期業績連動)

小計

標準賞与金額を
基準とした場合

の金額割合
74～78％ 16～18％ ６～８％ 22～26％ 100％

役位による
割合の増減 逓減 逓増 ―

報酬構成 月次固定報酬 業績連動報酬(賞与)

合計
構成項目

取締役基本報酬
＋役位加算

連結当期純利益連動

賞与金額の70％
(短期業績連動)

賞与金額の30％
(中期業績連動)

小計

金額割合 100％ ― ― ― 100％

b)当該方針の内容の概要
役員の属性に応じて報酬項目を定め、その内訳及び算定方法を以下の通り定める。
・業務執行取締役

月次報酬は、「取締役基本報酬」、「役位加算」の固定給とする。
賞与は、業績連動報酬として、役位ごとに標準賞与金額を定めた上で、その全額を定量評価として、連結当
期純利益に連動させる。
支給金額の決定方針としては、役位が上位になるにつれて、月次固定報酬割合は逓減する一方、賞与は業績
連動割合が逓増する設定とする。

＜モデル割合＞

業績連動報酬である賞与は、賞与金額の70％に当たる部分を短期業績連動とし、連結当期純利益の前年比
増減率を、また、賞与金額の30％に当たる部分を中期業績連動と位置づけ、連結当期純利益の３年平均増
減率を、それぞれ前年の賞与金額実績に乗じて算出する。

・独立社外取締役
独立社外取締役は、業務執行を行わず独立した立場から監督の役割を適切に発揮する観点から、固定給とし
ての取締役基本報酬のみとし、その額は、モデル取締役基本報酬の範囲内とする。

＜モデル割合＞
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・独立社外監査役及び監査役
独立社外監査役及び監査役は、2000年６月30日開催の第54回定時株主総会にて決議された年間１億円以
内の報酬枠の範囲内で、業績の変動によらない固定の月額報酬のみとし、監査役の協議によって決定する。

・親会社より派出される非業務執行役員
親会社より派出される非業務執行役員は、無報酬とする。

c)当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等の内容が当該方針に沿うものであると取締役会が判断した理由
役員報酬は、株主総会で決議された年間総額の範囲内で、前記b)の方針の内容及び後記ト．に記載の権限、裁
量の範囲に照らして適切であり、また、所定の手続きに従って取締役会に上程されていることから妥当と判断
しております。
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ト．取締役の個人別の報酬等の決定に係る委任に関する事項
取締役報酬の額またはその算定方法の決定に関する方針の決定権限は、当社取締役会が有する。
代表取締役社長（横出彰氏）が行うべき権限の内容及び裁量の範囲は、次の通りであります。
・取締役報酬の算定方法の決定に関する方針案を起案し、取締役会に上程する。
・毎期、当該方針の内容に従い、ホ．に記載の株主総会で決議された年間総額の範囲内で、取締役ごとの個別

報酬額案の算定を行う。
・さらに、親会社である豊田通商株式会社との間で締結している資本業務提携契約に基づいた所定の手続きを

経た上で、取締役会に議案として上程する。
上記を経て、取締役会は、上程された内容について審議を行い、取締役報酬を決定する。

なお、経営陣幹部・取締役の指名及び報酬等に関する手続きの公正性・透明性・客観性を確保し、コーポレー
ト・ガバナンスの強化を図るため、取締役会の諮問機関として委員の過半数を独立社外取締役で構成する「指
名・報酬委員会」を2022 年4 月に設置しており、その手続きの概要は下記の通りであります。
・代表取締役社長（横出彰氏）は、取締役報酬の算定方法の決定に関する方針案を確認した上で、毎期、当該

方針の内容に従い、株主総会で決議された年間総額の範囲内で、取締役ごとの個別報酬額案について試案を
策定し、取締役会に提案する。

・取締役会は、その試案の説明を受け、当該委員会に諮問を行うことを了承する。
・当該委員会は、取締役会からの諮問事項に関する審議を行った上で、取締役会に対し答申を行う。
・代表取締役社長は、豊田通商株式会社との間で締結している資本業務提携契約に基づく所定の手続きを行

う。
・当該手続きの完了後、代表取締役社長は当該委員会に最終報告を行い、その上で、当社取締役会の議案とし

て上程する。
上記の手続きを経て、取締役会は最終的な審議を行い、経営陣幹部及び取締役の報酬を決定いたします。

チ．社外役員が親会社等または親会社等の子会社等（当社を除く）から受けた役員報酬等の総額
当事業年度において、社外役員が親会社等または親会社等の子会社等（当社を除く）から、役員として受けた報
酬等の総額は５百万円であります。
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取締役会
出席状況

監査役会
出席状況

発言状況及び
社外取締役に期待される役割に関して行った職務の概要

取 締 役　関　聡介
13回中
13回

（100％）
－

主に弁護士としての豊富な経験と高い見識に基づき、議案審議にお
いて、ガバナンス及び法令遵守の観点から質疑・提言を行うなど、
経営の意思決定及び職務執行の妥当性・適正性を確保するための発
言を行い、その職責を果たしております。

取 締 役　前田辰巳
13回中
13回

（100％）
－

主に経営者として長年にわたって培った豊富な経験と経営全般に関
する幅広い見識に基づき、議案審議において営業面・管理面を含む
様々な観点から質疑・提言を行うなど、経営の意思決定及び職務執
行の妥当性・適正性を確保するための発言を行い、その職責を果た
しております。

取 締 役　谷津良明
13回中
13回

（100％）
－

主に公認会計士としての豊富な経験と高い見識に基づき、議案審議
において財務・会計全般の観点から質疑・提言を行うなど、経営の
意思決定及び職務執行の妥当性・適正性を確保するための発言を行
い、その職責を果たしております。

監 査 役　水上　洋
13回中
13回

（100％）

13回中
13回

（100％）

主に弁護士の見地から客観的かつ広範な視野により適宜必要な発言
を行い、取締役の意思決定及び職務執行の妥当性・適正性を確保す
るための助言・提言を行うなど、監査機能を発揮しております。

監 査 役　大志万俊夫
11回中
11回

（100％）

11回中
11回

（100％）

主に経営者として長年にわたって培った豊富な経験及び監査・内部
統制整備の見地から客観的かつ広範な視野により適宜必要な発言を
行い、取締役の意思決定及び職務執行の妥当性・適正性を確保する
ための助言・提言を行うなど、監査機能を発揮しております。

⑤　社外役員に関する事項
イ．他の法人等との重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

・取締役関聡介氏は、株式会社昭文社の社外取締役を兼務しております。また、当社と同社との間には特別の関
係はありません。

・取締役前田辰巳氏は、株式会社トーメンデバイスの社外取締役を兼務しております。また、同社から出向者１
名を受け入れている人材交流以外に当社と同社との間には特別の関係はありません。

・取締役谷津良明氏は、静岡ガス株式会社の社外監査役を兼務しております。また、当社と同社との間には特別
の関係はありません。

・監査役水上洋氏は、GMOグローバルサイン・ホールディングス株式会社の社外取締役、株式会社三栄コーポ
レーションの社外取締役及び中野冷機株式会社の社外取締役を兼務しております。また、当社と各社との間に
はいずれも特別の関係はありません。

ロ．当事業年度における主な活動状況
・取締役会及び監査役会への出席状況

（注）監査役大志万俊夫氏は、2022年６月21日開催の第76回定時株主総会において選任され就任したため、就任後の状況を記載しております。
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⑥　取締役会の実効性評価について
当社取締役会は、取締役会全体としての実効性に関する分析・評価のため、全取締役及び全監査役を対象に、取締

役会の構成・運営・議題や支援体制等について、例年通り、アンケートを実施いたしました。
その上で、各人から提出された当該アンケートを集計し、取締役会の実効性評価の結果を取締役会に報告いたしま

した。
分析・評価の結果、取締役会メンバーの多様性の確保や後継者育成に関する取り組みが課題であるとの意見が一部

で見られたものの、取締役会が監督機能を果たすために、多様な視点から建設的な議論が行われており、全般的には
適切に運営されていると評価しております。

また、2022年４月１日付で取締役会の傘下に設置した指名・報酬委員会並びに特別委員会の運営に沿った活動の
取締役会への情報共有により、客観性や透明性が図られていることも確認し、コーポレート・ガバナンス強化に寄与
できたと評価しております。

今後においても、取締役会での議論を活性化させ、近時のコーポレート・ガバナンス改革に求められる要件に対
し、より一層の取り組みを進めることで、更に当社取締役会の実効性を高めるよう努めてまいります。

①　名称 PwCあらた有限責任監査法人

報酬等の額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 47百万円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 47百万円

(4) 会計監査人の状況

②　報酬等の額

（注）1. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を区分しておらず、実
質的にも区分できないため、当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

2. 監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、同計画と前年度監査実績との比較、会計監査人の職務遂行状況及び類似業種に属する他社との
報酬額の比較等により、必要な検証を行った上で、会計監査人の報酬等の額について同意の判断をいたしました。

3. 当社の重要な子会社である依摩泰（上海）国際貿易有限公司及び依摩泰香港有限公司は、当社の会計監査人以外の監査法人の監査を受けて
おります。

③　会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　当社は、会社法第340条に定める監査役会による会計監査人の解任のほか、会計監査人の職務の遂行状況や当社の
体制等を勘案して会計監査人の変更が必要であると判断される場合には、監査役会の決定により、会計監査人の解任
または不再任に関する議題を株主総会に提案いたします。

④　責任限定契約の内容の概要
　該当事項はありません。
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配当政策の基本方針の変更

2022年度
１株当たり配当金

76円
（中間27円・期末49円）

配当性向40.4％
　

変更前 変更後（2023年度～）

配当性向（連結）
40％以上

配当性向（連結）50％もしくはDOE
（純資産配当率）３％の両基準で算出
した数値のいずれか高い金額を目安

　

(5) 剰余金の配当等の決定に関する方針
　当社は、株主の皆様に対する利益配分を経営の重要課題と位置づけ、中期的な業績の見通しや投資計画に基づくキ
ャッシュ・フローの状況を勘案し、配当性向（連結）40％以上とすることを基本方針としております。この方針を
踏まえ、当連結会計年度（2022年度）の期末配当金につきましては、１株当たり49円とさせて頂き、年間配当金は
76円となりました。
　翌連結会計年度（2023年度）以降につきましては、株主の皆様への利益還元をより一層強化するため、配当性向
を40％から50％へ引き上げることに加え、安定した配当を実施するため、単年度業績の影響を受けにくいDOE（純
資産配当率）を株主還元指標として採用し、配当性向（連結）50％もしくはDOE（純資産配当率）３％の両基準で
算出した数値のいずれか高い金額を目安に配当を実施することといたします。この方針を踏まえ、翌連結会計年度
（2023年度）の配当予想につきましては、１株当たり年間配当金として89円を予想しております。
　当社は、会社法第459条第１項各号に定める剰余金の配当等については、法令に別段の定めがある場合を除き、株
主総会の決議によらず取締役会の決議をもって行う旨を定款に定めております。
　内部留保金につきましては、今後予想される経営環境の変化に対応すべく有効投資してまいりたいと考えておりま
す。また、自己株式の取得につきましては、資本効率の向上と経営環境に応じた機動的な資本政策を遂行するため、
財務状況及び株価の動向等を勘案しながら、適切に実施してまいりたいと考えております。

53

（2021年度）
第76期

32 36

89

期末
配当金
49円

中間
配当金
40円

（2019年度）
第74期

（2020年度）
第75期

（2023年度予想）
第78期

76

（2022年度）
第77期

40.440.1 40.2
50.3

40.4

１株当たり配当金（円）・配当性向（％）の推移
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連結貸借対照表（2023年３月31日現在） （単位：百万円）

科目 当期 （ご参考）前期 科目 当期 （ご参考）前期

資産の部
流動資産

現金及び預金
受取手形及び売掛金
棚卸資産
その他
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産
建物及び構築物
土地
その他
無形固定資産
ソフトウエア
販売権
その他
投資その他の資産
投資有価証券
繰延税金資産
投資不動産
破産更生債権等
退職給付に係る資産
その他
貸倒引当金　

107,306
32,966
57,906
15,354
1,080

△1
6,606
3,431
600

1,066
1,764
287
287

-
0

2,887
547

1,186
302

3,645
366
501

△3,664 　

108,996
30,753
61,224
15,767
1,267
△16
6,336
3,276
620

1,110
1,545
323
320

2
0

2,736
555

1,061
312

3,341
322
501

△3,359 　

負債の部

流動負債 46,530 54,109

支払手形及び買掛金 40,311 47,910

短期借入金 1,093 403

未払法人税等 1,503 1,366

賞与引当金 415 406

その他 3,206 4,022

固定負債 1,804 1,578

退職給付に係る負債 128 120

繰延税金負債 1,486 1,210

その他 189 248

負債合計 48,335 55,687

純資産の部

株主資本 62,196 57,079

資本金 2,142 2,142

資本剰余金 3,335 3,335

利益剰余金 57,412 52,296

自己株式 △694 △694

その他の包括利益累計額 3,381 2,565

その他有価証券評価差額金 171 189

為替換算調整勘定 2,999 2,174

退職給付に係る調整累計額 211 200

純資産合計 65,577 59,645

資産合計 113,913 115,332 負債・純資産合計 113,913 115,332

連結計算書類

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連結損益計算書

連結損益計算書（2022年４月１日から2023年３月31日まで） （単位：百万円）

科目 当期 （ご参考）前期

売上高 239,774 200,646
売上原価 212,390 179,085
売上総利益 27,384 21,560
販売費及び一般管理費 15,331 13,214
営業利益 12,052 8,346
営業外収益 190 201
受取利息 50 25
受取配当金 14 9
賃貸収入 84 91
投資組合運用益 - 12
有形固定資産売却益 0 29
その他 40 32
営業外費用 1,112 680
支払利息 73 24
賃貸費用 26 36
為替差損 993 558
その他 19 60
経常利益 11,130 7,867
特別損失 43 207
減損損失 43 207
税金等調整前当期純利益 11,086 7,660
法人税、住民税及び事業税 3,231 2,238
法人税等調整額 158 48
当期純利益 7,696 5,374
親会社株主に帰属する当期純利益 7,696 5,374

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連結株主資本等変動計算書

連結株主資本等変動計算書（2022年４月１日から2023年３月31日まで） （単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

2022年４月１日　期首残高 2,142 3,335 52,296 △694 57,079

連結会計年度中の変動額

剰余金の配当 △2,579 △2,579
親会社株主に帰属する
当期純利益 7,696 7,696

自己株式の取得 －
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額（純額）

連結会計年度中の変動額合計 － － 5,116 － 5,116

2023年３月31日　期末残高 2,142 3,335 57,412 △694 62,196

その他の包括利益累計額
純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括
利益累計額合計

2022年４月１日　期首残高 189 2,174 200 2,565 59,645

連結会計年度中の変動額

剰余金の配当 △2,579

親会社株主に帰属する
当期純利益 7,696

自己株式の取得 －

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額（純額） △18 824 10 816 816

連結会計年度中の変動額合計 △18 824 10 816 5,932

2023年３月31日　期末残高 171 2,999 211 3,381 65,577

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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貸借対照表

貸借対照表（2023年３月31日現在） （単位：百万円）

科目 当期 （ご参考）前期 科目 当期 （ご参考）前期

資産の部
流動資産

現金及び預金
受取手形
電子記録債権
売掛金
商品
未収消費税等
その他
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産
建物
土地
その他
無形固定資産
ソフトウエア
販売権
その他
投資その他の資産
投資有価証券
関係会社株式
関係会社出資金
繰延税金資産
投資不動産
その他
貸倒引当金

　

81,433
23,734

188
7,554

42,143
6,974
220
617

-
6,199
2,694
539

1,066
1,088
276
276

-
0

3,228
547
628
749
593
302
704

△298
　

87,292
20,452

272
8,820

50,051
6,894
283
532
△15
5,999
2,606
611

1,110
885
317
315

2
0

3,075
555
628
749
449
312
398
△19

　

負債の部
流動負債 38,450 46,835

支払手形 373 448
電子記録債務 8,315 10,087
買掛金 26,513 32,621
未払法人税等 1,071 1,011
賞与引当金 284 278
その他 1,891 2,389

固定負債 3 19
負債合計 38,454 46,854
純資産の部
株主資本 49,006 46,247
資本金 2,142 2,142
資本剰余金 3,335 3,335
資本準備金 2,017 2,017
その他資本剰余金 1,317 1,317
利益剰余金 44,223 41,463
利益準備金 91 91
その他利益剰余金 44,132 41,372
別途積立金 38,749 38,119
圧縮積立金 37 39
繰越利益剰余金 5,345 3,214

自己株式 △694 △694
評価・換算差額等 171 189
その他有価証券評価差額金 171 189
純資産合計 49,177 46,436

資産合計 87,632 93,291 負債・純資産合計 87,632 93,291

計算書類

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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損益計算書

損益計算書（2022年４月１日から2023年３月31日まで） （単位：百万円）

科目 当期 （ご参考）前期

売上高 172,851 154,185

売上原価 157,747 141,229

売上総利益 15,103 12,956

販売費及び一般管理費 10,230 8,909

営業利益 4,873 4,047

営業外収益 2,411 1,220

営業外費用 248 194

経常利益 7,036 5,073

特別損失 43 569

減損損失 43 ー

関係会社株式評価損 ー 16

関係会社出資金評価損 ー 552

税引前当期純利益 6,992 4,504

法人税、住民税及び事業税 1,788 1,478

法人税等調整額 △135 △186

当期純利益 5,339 3,212

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書

株主資本等変動計算書（2022年４月１日から2023年３月31日まで） （単位：百万円）

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本
合計資本

準備金
その他
資本
剰余金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金 利益
剰余金
合計

別途
積立金

圧縮
積立金

繰越利益
剰余金

2022年４月１日　期首残高 2,142 2,017 1,317 3,335 91 38,119 39 3,214 41,463 △694 46,247
事業年度中の変動額
別途積立金の積立 630 △630 － －
圧縮積立金の取崩 △1 1 － －
剰余金の配当 △2,579 △2,579 △2,579
当期純利益 5,339 5,339 5,339
自己株式の取得 －
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額(純額)

事業年度中の変動額合計 － － － － － 630 △1 2,131 2,759 － 2,759
2023年３月31日　期末残高 2,142 2,017 1,317 3,335 91 38,749 37 5,345 44,223 △694 49,006

評価・換算差額等
純資産合計

その他有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

2022年４月１日　期首残高 189 189 46,436
事業年度中の変動額
別途積立金の積立 －
圧縮積立金の取崩 －
剰余金の配当 △2,579
当期純利益 5,339
自己株式の取得 －
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額(純額) △18 △18 △18

事業年度中の変動額合計 △18 △18 2,741
2023年３月31日　期末残高 171 171 49,177

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連結会計監査報告

PwCあらた有限責任監査法人
東京事務所
指定有限責任社員 公認会計士 木 内 仁 志業 務 執 行 社 員
指定有限責任社員 公認会計士 大 橋 佳 之業 務 執 行 社 員

独立監査人の監査報告書
2023年５月16日

エレマテック株式会社
取締役会　御中

監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、エレマテック株式会社の2022年４月１日か
ら2023年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算
書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に準拠して、エレマテック株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の
財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監
査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されてい
る。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立して
おり、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎と
なる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作
成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整
備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査
法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程におい
て、その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があ
るかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候が
あるかどうか注意を払うことにある。

監査報告

連結計算書類に係る会計監査報告
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連結会計監査報告

　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、
その事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書
類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算
書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成すること
が適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づい
て継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視
することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬によ
る重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連
結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があ
り、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場
合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、
職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対

応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見
表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監
査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連す
る内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見
積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手し
た監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な
不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場
合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関
する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明する
ことが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、
将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、
並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適
切な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任
がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
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連結会計監査報告

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識
別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他
の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を
遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去
又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ
き利害関係はない。

以　上
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個別会計監査報告

PwCあらた有限責任監査法人
東京事務所
指定有限責任社員 公認会計士 木 内 仁 志業 務 執 行 社 員
指定有限責任社員 公認会計士 大 橋 佳 之業 務 執 行 社 員

独立監査人の監査報告書
2023年５月16日

エレマテック株式会社
取締役会　御中

監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、エレマテック株式会社の2022年４月
１日から2023年３月31日までの第77期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、
株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について
監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示し
ているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監
査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されてい
る。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監
査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適
切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作
成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整
備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法
人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、
その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかど
うか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるか
どうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、
その事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類に係る会計監査報告
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個別会計監査報告

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等
を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等
を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適
切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継
続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視
することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による
重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算
書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、
個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、
重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、
職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対

応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見
表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査
人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する
内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見
積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した
監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不
確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合
は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する
計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求
められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事
象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並び
に計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識
別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他
の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を
遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去
又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
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利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上
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監査役会の監査報告

監　査　報　告　書

　当監査役会は、2022年４月１日から2023年３月31日までの第77期事業年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成し

た監査報告書に基づき、審議の結果、監査役全員の一致した意見として本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

⑴　監査役会は、当期の監査方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほか、取締

役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

⑵　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、当期の監査方針、職務の分担等に従い、取締役、内部監査室その

他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。

①　取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明

を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所に関して業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社

については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けまし

た。

②　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会社及びそ

の子会社からなる企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定め

る体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役

及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしまし

た。なお、財務報告に係る内部統制については、取締役等及びPwCあらた有限責任監査法人から当該内部統制の評価及び監

査の状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

③　事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第３号イの基本方針及び同号ロの各取組みについては、取締役会その他

における審議の状況等を踏まえ、その内容について検討を加えました。

④　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその

職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われる

ことを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月

28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

監査役会の監査報告
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監査役会の監査報告

エレマテック株式会社　監査役会

常 勤 監 査 役 野　口　良　人 ㊞
社 外 監 査 役 水　上　　　洋 ㊞
監 査 役 伊　藤　　　弘 ㊞
社 外 監 査 役 大志万　俊　夫 ㊞

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動

計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書

及び連結注記表）について検討いたしました。

2．監査の結果

⑴　事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。

③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の

記載内容及び取締役の職務の執行についても、財務報告に係る内部統制を含め、指摘すべき事項は認められません。

④　事業報告に記載されている会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針については、指摘すべ

き事項は認められません。事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第３号ロの各取組みは、当該基本方針に沿った

ものであり、当社の株主共同の利益を損なうものではなく、かつ、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではないと

認めます。

⑵　計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人PwCあらた有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

⑶　連結計算書類の監査結果

　会計監査人PwCあらた有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2023年５月19日

　

以　上
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株主メモ

株主メモ
事業年度 毎年４月１日から翌年３月31日まで
定時株主総会 毎年６月
基準日
　定時株主総会・期末配当 毎年３月31日
　　　　　　　　中間配当 毎年９月30日
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号

三井住友信託銀行株式会社
郵便物送付先 〒168-0063

東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（電話照会先） 電話　0120-782-031（フリーダイヤル）

当社ホームページのお知らせ

当社のホームページは、会社プロフィール・主要取扱品情報に
加えIR情報（財務状況）等もありますので、ご覧下さい。

http://www.elematec.com

当社では、株主の皆様の声をお聞かせ頂くため、
アンケートを実施いたします。お手数ではございますが、
アンケートへのご協力をお願いいたします。

下記ＵＲＬにアクセス頂き、
アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答下さい。

所要時間は5分程度です。

株主の皆様の声を
お聞かせ下さい

空メールによりURL自動返信
kabu@wjm.jpへ空メールを送信して下さい。（タイトル、本文は無記入）
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

いいかぶ 検索検索

QRコード読み取り機能のついた携帯電話をお使い
の方は、右のQRコードからもアクセスできます。

携帯電話からもアクセスできます

●アンケートのお問い合わせ 
  「e -株主リサーチ事務局」 MAIL：info@e-kabunushi.com

株主様向け
アンケート

※本アンケートは、株式会社リンクコーポレイトコミュニケーションズの提供
する  「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。
（株式会社リンクコーポレイトコミュニケーションズについての詳細 
https://www.link-cc.co.jp）

※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させて頂き、事前の承諾なしにこれ
以外の目的に使用することはありません。

QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

https://www.e-kabunushi.com
アクセスコード　2715

ご回答いただいた方の中から
抽選で薄謝（QUOカードPay
500円）を進呈させていただきます

●アンケート実施期間は、本書がお手元に
到着してから約2ヶ月間です。
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地図

株主総会会場ご案内図
会　場 品川プリンスホテル　メインタワー26階「パール26」

東京都港区高輪四丁目10番30号
（03）3440－1111（代表）

交　通 品川駅（JR線・京浜急行線・新幹線）
高輪口から徒歩約3分

株主様向けアンケートを実施しております。
➡「株主メモ」ページ右側のURLよりアクセス頂き、アンケ
ートサイトにてご回答下さい。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。
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＊当日は品川プリンスホテルメインタワー入口から２階までエスカレーターをご利用頂き、２階より宴会場専用エレベーターで26階まで
　お越し下さい。お手荷物等は２階クロークにお預け下さい。なお、当日の受付は26階の会場受付で行います。
＊駐車場の用意はございませんので、お車でのご来場はご遠慮下さいますようお願い申し上げます。


